



小林 清子 審査結果の要旨 
論文審査の結果の要旨 
 小林清子氏の学位審査結果をご報告申し上げます。 
 学位審査委員会は 2020 年 2 月 21 日（金）18 時より毛呂山キャンパス本部棟大学院講義室に
おいて審査委員全員出席のもと開催されました。 











 申請者は国際医療センターの気送管システムのうち最長の 220 m のルートを用いて、搬送前、
搬送直後、搬送 1 時間後および搬送 2 時間後の 4 ポイントにおける赤血球および血小板製剤の性
状の変化の有無を検討しました。また、同じルートを 3 回連続搬送する系においても搬送前、搬
送 1 回後、2 回後、3 回後の血液製剤の性状変化の有無を検討しました。 



























6) ３連続搬送後の赤血球製剤の LDH と AST は上昇しているように見えるが、いかがか。 
7) ノンパラメトリック検定においては検体数が少ないと有意差が出にくいので、検体数を増やす
必要はないか。 
8) 血液製剤の性状に変化がなかったということを証明するには検出率の高い系による解析が必
要かもしれない。 
9) 赤血球製剤における性状変化のパラメーターとして、溶血以外の項目は何かあるか。 
10) 気送管による搬送ではスピード以上に時間を要しているが、その要因は何か。 
11) 気送管による血液製剤搬送システムを実用化する上での課題は何か。 
 
 これらの質問およびコメントに対して、申請者は適確に回答され、研究のデザイン、方法、解
析および論文発表に自ら深く関わって研究を遂行したことがうかがわれました。また、申請者は
終始落ち着いて、わかりやすく発表や回答をされ、研究内容と合わせて、学位にふさわしいと考
えられました。なお、論文内容の要約（論旨）の一部の表現を的確にするよう要請し、修正した
論旨を確認しましたので差し替えを依頼しました。以上より、審査委員全員一致で本学位申請を
適格と判断しました。 
 
 
